


Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内：

ベンツ（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€32 〜€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

日本語定期観光バス
　　　　　　　　　　　     完全予約制   日本語ご予約

　　　　　　　　　　　　    tel. (01)716 0947
マイバス・センター Net Travel Service Austria
Opernring 1/R-701  A-1010 Wien   ウィーンの森／ザルツブルク
月〜金 09:00-17:30  tel. 01-71609    市内半日／ヴァッハウ渓谷
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ウィーン半日市内観光／ウィーンの森半日観光／
ホイリゲとコンサートで楽しむウィーンナイト／
ザルツブルクとザルツカンマーグート／ヴァッハウ渓谷
new!  ヨーロッパ絵画の世界／ウィーン旧市街を歩く

毎日催行完全予約制

日本語観光ツアー
みゅう ウィーン Miki Travel Vienna

その他ミールクーポン、オペラやコンサートの
チケットの予約・販売も致しております。

月〜金 09:00-17:30  tel. 01-310 2188 18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ウィーンデスク  Franz Jirsa GesmbH
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　月～金 / ９：30 ～ 12：30
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL: (01) 400 60 128
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   e-mail  y.takamine@viennaticket.at
JR パス、日本語観光バス、各種チケット手配

月刊ウィーン定期購読のご案内
 ◆ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円（計 12 冊分）を以下にお振込み下さい。
 ◦三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）又は
 ◦日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）　振込み後、以下にお申し込みください：
　gekkan@utanet.at　又は郵送 K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria 
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最
近
の
原
子
力
の
話
題
は
、
福
島
原

子
力
発
電
所
事
故
に
関
す
る
国
会
事
故

調
査
委
員
会
（
黒
川
清
委
員
長
）
が
七

月
五
日
に
報
告
書
を
提
出
し
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
東
京
電
力
や
規
制
当
局
が
地
震
、

津
波
対
策
を
先
送
り
し
た
こ
と
を
「
事

故
の
根
源
的
原
因
」
と
し
、「
自
然
災
害

で
な
く
人
災
」
と
断
定
し
て
い
る
。
首
相

官
邸
の
「
過
剰
介
入
で
混
乱
を
招
い
た
」

と
批
判
し
て
い
る
。
報
告
書
は
六
四
一

ペ
ー
ジ
。
延
べ
一
一
六
七
人
に
九
百
時

間
以
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
三
回
の
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ン
グ
を
行
い
、
一
万
六
百
余
人
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
得
て
、
関
係
先
か

ら
約
二
千
件
の
資
料
提
供
を
得
る
な
ど
、

膨
大
な
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

提
言
で
は
、
規
制
当
局
に
対
す
る
国

会
の
監
視
、
政
府
の
危
機
管
理
体
制
の

見
直
し
、
被
災
住
民
に
対
す
る
政
府
の

対
応
、
電
気
事
業
者
の
監
視
、
新
し
い

規
制
組
織
の
要
件
、
原
子
力
法
規
制
の

見
直
し
、
独
立
調
査
委
員
会
の
活
用
の

七
項
目
を
挙
げ
、
提
言
の
実
現
に
向
け

て
「
国
民
の
目
か
ら
見
た
新
し
い
安
全

対
策
が
今
、
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
し
て
い
る
。
昨
年
十
二
月
に
我
が
国
初

め
て
の
国
会
事
故

調
査
委
が
設
け

ら
れ
た
が
、
国
民

の
代
表
と
し
て
の

立
場
か
ら
、
東
京

電
力
ば
か
り
で
な

く
、
前
首
相
を
始

め
と
す
る
政
府
や

規
制
当
局
に
対
し

て
も
、
問
題
点
を

厳
し
く
指
摘
し
、

踏
み
込
ん
だ
提

言
を
し
て
い
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。

　

筆
者
は
本
報
告
書
の
査
読
者
と
さ
れ

て
い
る
が
、
参
与
へ
の
情
報
提
供
、
委
員

と
事
務
局
に
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
関

連
の
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
、
微
々
た
る
協
力
を

し
た
。
こ
の
関
連
で
本
年
五
月
に
福
島

発
電
所
を
視
察
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

今
な
お
残
る
津
波
の
爪
痕
に
自
然
の
脅

威
を
感
じ
た
が
、
事
故
後
対
応
に
取
り

組
む
多
く
の
技
術
者
の
姿
に
も
感
銘
を

受
け
た
。
二
十
㎞
圏
内
の
無
人
の
住
居

を
見
て
、二
〇
〇
六
年
に
訪
問
し
た
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
発
電
所
三
十
㎞
圏
内
の
廃

屋
を
思
わ
ず
連
想
し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
で
は
、
放
射
線
に
よ
る
健
康
影

響
よ
り
避
難
に
よ
る
住
民
へ
の
社
会
的
、

心
理
学
的
影
響
が
甚
大
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

当
局
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
教
訓
と
し
て
指
摘
し

て
い
る
。
福
島
事
故
の
健
康
影
響
は
幸

い
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
比
べ
て
極
め
て
小

さ
い
と
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
被
災
さ
れ

た
方
々
が
一
日
も
早
く
帰
還
さ
れ
る
こ

と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
共
通
点
で

は
、両
市
の
料
理
を
紹
介
し
た
い
。
勿
論
、

料
理
そ
の
も
の
が
似
て
い
る
訳
で
は
な

く
、
長
い
歴
史
と
伝
統
に
基
づ
き
つ
つ
も
、

新
味
を
取
り
入
れ
て

発
展
し
て
来
た
点
が

共
通
し
て
い
る
。
フ

ラ
ン
ス
料
理
を
初
め

世
界
中
の
料
理
が
国

名
で
呼
ば
れ
る
の
が

普
通
な
の
に
、ウ
ィ
ー

ン
料
理
と
京
料
理
が

都
市
名
で
呼
ば
れ

る
の
も
珍
し
く
、
似

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ウ
ィ
ー
ン
の
場
合
、ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の

広
大
な
版
図
か
ら
多

様
な
料
理
文
化
が
ウ
ィ
ー
ン
に
流
れ
込

み
、
宮
廷
や
貴
族
の
食
卓
で
独
自
の
料

理
文
化
を
花
開
か
せ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
宮
廷
料
理
ば
か
り
で
な
く
、
有
名

な
シ
ュニ
ッ
ツ
ェ
ル
や
グ
ー
ラ
シ
ュ
な
ど
素

朴
な
庶
民
向
け
料
理
も
実
に
美
味
し
い
。

　
一方
、
京
都
は
、
元
々
は
公
家
を
中
心

と
し
た
大
饗
料
理
、
武
士
を
中
心
と
し
た

本
膳
料
理
、
寺
院
を
中
心
と
し
た
精
進

料
理
、
茶
道
と
と
も
に
発
達
し
た
懐
石
料

理
が
時
代
と
と
も
に
発
展
し
、
そ
れ
ら
が

混
成
し
て
京
料
理
を
造
り
あ
げ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
現
在
こ
そ
、
新
鮮
な
魚
介

類
も
簡
単
に
入
手
で
き
る
が
、
京
都
は
三

方
を
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
地
元
の

山
野
の
作
物
、
琵
琶
湖
の
淡
水
産
物
な

ど
を
素
材
に
料
理
人
が
腕
を
競
っ
た
。
京

料
理
の
繊
細
で
芸
術
的
な
料
理
は
こ
う
し

た
土
地
柄
に
由
来
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て

い
る
。
両
市
の
料
理
は
市
民
や
観
光
客
に

と
っ
て
、
最
大
の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
六
月
初
旬
ウ
ィ
ー
ン

の
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
会

合
に
出
席
し
た
。
会
食
で
は
ウ
ィ
ー
ン
最

古
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ウ
ィ
ー
ン
料
理
を
堪

能
し
た
。
そ
の
関
連
で
ウ
ィ
ー
ン
在
住
時

に
事
務
所
か
ら
見
下
ろ
し
て
描
い
た
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
が
入
る
ウ
ィ
ー
ン
国
際
セ
ン
タ
ー
の

ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
頂
く
。

■
杉
本
純
京
都
大
学
教
授
／
元
原

子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の

原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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■ 国連 日本語ガイドツアー General United Nations Tour ■
国連ガイドツアーには、一般、
人権、アートのツアーがある。
予約制だが、一般ツアーは
８月 20 日を除く月曜〜金曜
の１１時、１２時半、１４時。
英語ツアーは予約不要。

トーマス・信悟・バイアーさんによる日
本語の一般ツアーは予約制。遅くとも
１週間前までに電話 +43(1)26020-3328
またはメール tours@unvienna.org で。

（日本語メールは件名に shingoと書けば
信悟さんに転送される）。催行複数人。

地下鉄 U1「Kaisemühlen - Vienna International Centre」下車すぐ
main entrance/Gate 1.　セキュリティーチェック後、パスポート提示。

国連機関別の展示コーナー案内、会議室見学、
映画（日本語字幕付）上映など所要約 80 分。

日本から贈られた鐘

大人€６／学生＆シニア€４／子供€３

福島第一原子力発電所
(c) NAIIC


